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［２］研究経過 
 
目的 
超高齢社会において、認知症と脳卒中は健康寿命を

阻害する大きな要因となっている。アルツハイマー病

をはじめとする認知症は神経細胞の変性、脱落による

進行性の病態を示すが、そこに脳梗塞や脳出血など脳

血管障害が加わると急激な病態の悪化が見られる。そ

の増悪要因としては、脳血管障害による神経細胞の脱

落や連絡線維の障害など直接的なメカニズム以外に、

炎症反応による細胞障害など間接的なメカニズムの

関与もある。一方、動脈硬化による慢性的な血流障害

が血管内皮機能障害を惹起することでアルツハイマ

ー病におけるアミロイドβ蛋白の沈着促進に関与し

ているという報告もある。そこで本共同研究では、認

知症に対して脳卒中が与える影響を明らかにするこ

とを目的として研究を行った。 
 
概要 
当初、前向き登録研究を行う予定だったが、研究代

表者である畠が2021年4月に秋田大学医学部附属病

院から平鹿総合病院に異動となったため、後ろ向き研

究のスタイルに変更した。その上で、認知症患者が脳

卒中で入院したとき最も問題となる病態“せん妄”に

焦点を当てて解析した。 

2018年4月〜2021年3月に秋田大学医学部附属病

院に脳卒中急性期で入院となった症例をスクリーニ

ングし、発症前より認知症を有していた症例を解析対

象とした[32 例（平均年齢82.4 歳、男19、女13)］。
結果、認知症患者が脳卒中で入院すると高率にせん妄

を発症する。また、病前からの抗認知症薬の継続でせ

ん妄発症が予防できる可能性があるとの結論であっ

た。 
新型コロナウイルス蔓延への対策のため、主にメー

ルと Web 面談で情報交換を行なった。匿名化後のデ

ータ解析は秋田大学内で行い、解析結果の打ち合わせ

のみ秋田大学にて行なった。 
本共同研究成果は、2021 年度日本老年学会総会及

び日本認知症学会学術集会でポスター発表を行った。 
 
 
［３］成果 
 
 （３－１）研究成果 
 
急性期脳卒中で入院した認知症患者 32 症例を対象

とした（梗塞23例、出血9例、平均年齢82.4歳、男

性19、女性13）。急性期入院中のせん妄を呈した群を

せん妄あり群：25例 [78.1%]、せん妄を認めなかった

群をせん妄なし群：7 例 [21.9%]）とした。脳卒中病

型、病巣、脳卒中重症度（NIH Stroke Scale）、入院前

内服薬、せん妄に対する治療薬や対処法の差異を検討 
した。 
 

 

 



 

 その結果、せん妄あり群とせん妄なし群の間で年齢、

脳卒中重症度に差異を認めなかった。また、せん妄あ

り群でのみ脳卒中既往を認めた（32％対0％）。せん妄

あり群のうち、そのコントロールができた症例（14例）

は、抗認知症薬の増量継続または新規開始（50％）、抗

精神病薬処方（21.4％）、抑肝散処方（7.2％）、非薬物

治療で対応（21.4％）だった。コントロール不良症例

（10 例）は、抗認知症薬増量（10％）、抗精神病薬

（30％）、抑肝散（40％）、非薬物治療で対応（20％）

だった。せん妄なし群では、抗認知症薬継続（42.9％）、

抑肝散（14.2％）意識レベル悪化（42.9％）だった。 
 

 
 

 
 
（３－２）波及効果と発展性など 
 
本共同研究では、新型コロナウイルス蔓延による移

動制限への対策で、EメールやWEB面談を用いた交

流を積極的に行うようになった。また、本共同研究で

明らかになった成果は、脳梗塞急性期の入院において

のみならず、認知症患者が何らかの急性期疾患で入院

したときに生じるせん妄、不穏、混乱などに対する効

果的な手段の開発に、重要な情報が得られたと考える。

認知症学会学術集会での発表でも多くの示唆が得ら

れた。多施設共同前向き研究を含めた今後の研究発展

が期待されている。 
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